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論文内容の要旨  
人類が発展するにつれて糖尿病患者は増加し，患者数は 4.2 億人におよ
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第 2 章 α-GI 薬：ボグリボースとの併用効果  
ミチグリニドと α-GI 薬であるボグリボースの併用効果を単回投与では














第 3 章 SGLT2 阻害薬（ダパグリフロジン，カナグリフロジン）との併用
効果  
ミチグリニドと SGLT2 阻害薬であるダパグリフロジンあるいはカナグ
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第 2 章ではミチグリニドと α-glucosidase 阻害薬であるボグリボースの併用効果を単回併用では













第 4章では Dipeptidyl Peptidase-IV（DPP-IV）阻害薬であるシタグリプチンとの併用効果をミ
チグリニドと sulfonylurea（SU）薬であるグリベンクラミドとで STZ-NA ラットにて比較検討
した。シタグリプチンはミチグリニドと併用することで相加的な血糖降下作用と早期のインスリ
ン分泌作用の増強がみられた。一方、グリベンクラミドとの併用では併用効果は認められず、ま
た食間の低血糖リスクを増強する結果となった。ミチグリニドとシタグリプチンの併用は食後に
効果を追加でき、食間の低血糖リスクも低いことから、ミチグリニドは DPP-IV阻害薬との併用
に適していることが確認された。 
以上、今回の一連の併用検討では、併用薬としてのミチグリニドの有用性を動物モデルにおいて
初めて示すことができた。本研究で得られた知見は、今後臨床における併用薬の選択に有用であ
る。さらに、経口血糖降下薬間の併用効果検討の動物実験モデルの構築ができたことにより、今
後、新規経口血糖降下薬が開発された際の併用薬の選択を開発時に検討することが可能となり、
構築の意義は大きい。したがって、本論文は、博士（薬学）学位申請論文としてふさわしいもの
と判断した。 
